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會報鋪74鏡掲載論文の梗慨

7月の諸會合

秋季講演會豫告

雑纂に對する會員諸君の希望事項の調査に就て

雑 鋒 ・' 『

新入會者氏名 、

嬰員の消息照會に就て 、
曾餐納入に常罐お願ひ 鎌

､

●
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、
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は1回も開催せられず，從って前競でお知らせ

會報第74號掲載論文の梗概 致し童したこの春の講演會で讃まｵ,たものが,
造船協會々報は第72暁迄は發行ずみ､第73 會報第76競に赦せられる筈であります。

銑（昭和’8年’1月刊行）は印刷完成し發暹 。(，）階段式可愛断面を持つ梁及 ・
間際に職災に遡ったため今旦迄發行出來ません

柱の一解法
でしたが，最近再び印刷に酒手したので遠から 含

正員工學士渡遥正紀君
ず發躍し得ること上思ひます。曾報第74顕に

掲載せらるべき稚定の論文は昭和19年春工學 一般に可塑断面を有する梁及柱の問題は，或

曾大衡で發表の豫走で全部原稿を灘いた所，時 は各部均一狸さを有する梁の問題として, ､或は

局の關係で同大曾が収止めとなったため本協曾． 塔状構造物の自重安定の問題として，古くから

脇係の論文は紙上講演會の形式をとることLし 多数の著者に依り論ぜらｵ,てゐるが，或特殊な

今日迄そのま上保存されてあったものでありま 場合を除きその巌密解を得るこ.とは困難とせら
す｡然し乍ら目下の印刷界の状況から推察しま れ圖式解法其他の種寿の近似解法が行ばれてゐ
して第74髄の發行は少し遅れると思ひきすの る｡著者は或函敦ﾉ(土)が(-･J,ﾉ)域に於て有限

でこ上にこれ等輪文の梗概を採録して置きたい、にして且有限個の不運綴鮎及極大極小を有する 。
と恩ひます｡尚序手乍ら,會報第75_説には昭ゞのみならば,その画数は所謂フーリエとの級數弓
和19年秋季講演歯で盃表せられた論文を載せに展開し得るこしより先づ階段的iこ断面窒化を

る筈でありまして， これも次の時報で梗梅を御 ‘なすものの断面積及慣性モーメントをフーリエ
紹介致した､.､と思ひます。別和20年は瀧演歯． ，春の級敬を以て表示しこれよりかLる蜥面愛化
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（2）

を有する梁の澆み並に柱としての挫屈荷重の近 扱ふことがない。

似計算を試みた。
（3）木綿の縦弧度(初報）

その結果錦上充分信頼し得べき結果が得ら
正員工學士原田正道君

れたので，か坐る方法淀一般に任意の可愛断面

を有するものに對して猿損を試みたo即ち任意 木錯，特#こ所謂西洋型構造を持った木船に於

の可愛薗i面を持つものの籔面債及噴性モーメン． ．ては，亘大にしで心距の狭い肋骨上に，幅侠い

トの窒化曲線を”等分せる各分砧に於ける値を 外板を多數張渡し，それ等の縦縁は何らの接手

有する階段簡諜を以て置換へを行ふことに依 も形成せられず, ．而もその織録は肋骨上に於て

り， フーリェーの級数を以て表示し得ることを‐単なる璽接を行ひ，その端末を數本の釘で肋骨

明かにした。これより任意の可愛断面を持つ梁 に固着してゐるに過ぎない。

及柱の問題も同儀に取扱ふことが出來るO･ 斯くの如き瀧浩を有する船鐙の縦掻度を論ず
るに営っては，曲げ悪力はどの様に分布してゐ

（2）試作軍純曲げ試験機
るか，断面係數は如何に老ふくきか’銅船で喧

正員工學士原田正道君
Lく言はれる縦縁の剪獣腫力，横線の接手の蚊、

船禮縦渥壷を論ずろ際に，甲板或は外坂の挫 率等は如何に虚理されてゐるか‘木船持有の斜．

屈’部材の有效断面積，肋骨或は甲板梁の影審 帯板の作用は如何，木紹の鍵みが屡埼非滞な量

等を者恩するには，現在我々の有する知識は唇に達する原因は何か等,從來顧みられなかった

めて不十分であって，之が馬には縦俄に防澆材 問題が山積してゐる。

を有する薄肉構造梁材の曲げによる實磯的研究 著者は之等の諸問題を建ち検討して行ったの
を發展せしめる必要がある。而して斯る複雑な であるが,本罵は其の第':報として第1章に於
構造城の寅験を行はんとすれば，模型は可及的 で木始の縦張窒，第2章に於て木艦の有敷断面

大型のものが要求せられ試験機も亦大規模の 係薮を論じ，問附録1として片持梯子梁理論

ものが必要となる｡著者は箪純曲げを行ふ大型 附録2として,箇の衝接を中心に有する直交¥
試験磯の考案研究に從事し，之が試作として最 面格子の引張理論が記載されてある。

大曲げモーメント約’0慰米の小型のものを作
（4）軸條高低記録装置

製し，その原理・作動状態及び大型試鹸磯への
正員研野作一君

發展性等に開する考察を行った。
森照茂君

本試作試験磯の特徴は，從來この種試験機を

特に大型の試験に應用しようとする場合に必要 著者等は船舶試験所第2試鹸水槽の軌條面の
な次の諸條件を滿足せしめた識に在る。 高低の經年愛化を調査するため,從來②涜取法
(I)梁の雨端に加へる曲げモーメントを等 でなく蓮鎮記鍔の出来る自記装置を考案した･

しく保つための機構が硝.資で操作が簡箪であ 本器は従来の高低測定用の水準薄の水面を光の
反射面に利用こた光學的連繊記録式であって，る。

(IT)曲げモーメントの測定が簡箪且正確で これを取付ければ敏分間で200mの献條高低を
梁端の頑斜角等の函數にならない。 任意の長さのフヰルム上に撮影記録することが
(TII)曲げモーメントは零から順次滑らかに 出来る。問本器の原理は目的に腰じ他の種々の

増大L,荷重に大なる飛躍が生じない｡ 方面の測定器となるべき可能性がある。
（Ⅳ）剪畷力・軸方向力等の外力を加へるこ 〃

（5）伴流に對すそ淺水影響に就いてとなく，更に梁材の塞曲に伴ふ二次的紬方向力
定員工學士木下昌雄君を生じない。

(V)試験梁の寸度を自由に愛へ得る。 他4名共著‘

(VI)荷重用卜し､こ餘りに大なる重量物を坂 浅水を航行する船瞳周園の伴流を測定し，之
0 、
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が水深と共#こ如何に饗化するかを調べることは

所謂淺水影響として知られてゐる抵抗の異譜な

増加現象の議明:こ役立つと同時に，併せて淺水

航行用船舶の推進器設計上不可峡の俘流率の推

定に有力な資料を提供するものと考へる。ー方

従来の研究を眺めて見る卜，潅水現象にしても

亦伴流にfi_ても夫々濁立に多くの賞鹸が行はれ
てゐるにも拘らず，雨者を關聯させた「淺水時

の俘流」或は「伴流に對する淺水影響」といふ・

事柄に就いての懐験的研究は未だ無1,,．著者等
､ ●

はこの問題を探り翠げて模型賞鹸を行ひ,‘其の

結果を理論的に解析した。

賢臓は假底に依らずに水深を賞際に愛化させ

て行ひ，第1責験として船遥中央横裁面位置の

船側に於ける伴流をピトー管で測定L,之を以

て船禮周園の伴流を代表せしめ，第2蜜験とし

て推進器設計への資料をj得る目的で推進器位置

の伴流を翼車型流速計で測定した。‐

（6）螺旋推進器の效率に對する

淺水影響の計算

正員工學士木下昌雄君

船舶の推進性能iこ封する諸要素中，浅水影響

を被ると恩はれる主なものとしては，船燈抵抗

は別として推進器效奉・伴疏率及び推力減少奉

等がある。

本論文に於亡は推進器效率に對する淺水影

響，換言すれば盟濁試験状態に於ける螺旋推進

器を水深が肴限な水中で竹動せしめた場合の推
進器效奉と夫を水深が十分大きく且その淡水深

度が十分な状態で作動せしめた場合の推進器效

・率との比に就て理論的に研究した結果に就て述
べてあを｡gijち水路が幅及び長さの方向には無

限に擴ってゐる場合の所謂純梓の淺水中て作動
する螺旋推進器の推力及び回韓力奉に對する淺

水影響を推進器の起す波に満目してそｵ'に基く
遥波抵抗及び波浪俘流を計算することに依って
→理論的に求める方法を見出した。然し･亡雨者の

影響を併せ老へることに依って推進器效率に對
する淡水影霧の問題を解いたのである。

（7）全面的空浪現象を超した翼素

に對する側壁影響の計算

第一報(平面翼素の場合）

正員工學士木下昌雄君

一 准員工學士篠田仁吉君

本論文に於て著者等は二つの平行壁の丁度中

間に置かれ且全面的空洞現象を起した平面壁素

に作用する揚力及び抗力の模傑を明かにする目

的を以て，先づ第1篇に於て完全洗燈の二次元

不連綬流の問題として解いた。その結果は，壁

の距離が翼弦長に比して相常に大きくても側壁

影響は可成り大きく敦L,て来る事，並に室鞭現

象を全く起さない場合即ち流れが連織流と見倣

し得る様な場合の同襟の結果と較べて，側壁の

影響が格段に著しく且その模榛が全く相違して

ゐることが判った。次で第2篇に於てはA.Betz

の方法に倣って上記の不連綾ポテンシアル流と

老へた場合の結果に對する補正に就て考察を加

へた。即ち室泥部分乞座力を賞験状態に於ける

水浬に對する水の飽和蒸氣歴に改める爲の補正

及び翼素に作用す農摩藻抵抗の爲勾補正の二者
恒分けて考へ，夫々に對する補正量を與へる式

を求め，簡単な椛圃憩敷を含む數値計算を行っ

て結果を圖示した。最後に,上述の祷正を行っ

た揚力係數及び抗力係數が，見掛けの室洞指數

及びﾉ/D(ノは平面翼素の長さ,Dは平行壁問

の距離）の愛化と共に如何に愛化するかを迎角

α＝5．の場合に戯て計算してその結果を園示し

た。その結果は，第1篇で求めた完全洗燈の二

次元不連破流として解いた結果とは模襟か全く

異り，全面的室瀬發生状態に於ては側壁影響ば

恒に1以下であって， ノADの値の増大と共に揚

力及び抗力は共に減少してゐる。

（8） フオイト・シユナイダー推進

器の近似解法

正員工學士谷口 中君

フオイト ・シメナイダー推進器を理論的に精
●

確に解く事は螺旋推進器iこ比して極めて困維

で，賞用の見地からは洩験的研究に依る外はな

いと考へられる。才論文は賞験的研究に對士る
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(4）
｡

豫備として，又プオイト ・シュナイダ字推進器 曲或は熔接部の靱性等に多少峡黙がある。この

の初期計塞に於て，其の大禮の寸法の選定乃至 鮎を改善する爲に，珪素及び滿俺を添加した珪

は設計に賛する事を目的》して滝當な假定の下 素滿俺鋼材を試作L研究を行ふことになってゐ

に近似的にフオイト・シユナイダー推進器竃解 ろ。 ，

いたものである。 （10）海水中に於ける軟鋼の電解腐
一ブオイト ・シュナイ戎一推進器の推進器位置

蝕と推進器の電氣的坊蝕法
一に於ける誘導速度は場所jこ對しては砿論時間に

正員工學博士奥田克己君
對しても鍵化して極めて複雑であるけれ共，平

他2名共著均を考へて，推進器流断面上に或適當な大さの

←榛な進行方向の誘導速度があるものと假定し 海水中に蔓潰せる金鴎の表面がら海水に向つ

た｡翼に對してば楕圓形乃翼荷重分布を假定L て電流が流れれば多くの場合金場の損耗を伴ふ

_た｡更に非定常運動に於ける翼性能'ま鯛の風 こ↓ゞは周知の事であるが,著者等は軟鋼に就て
洞試験結果に依る定常状態に對するものとは相 電流と損琵遼との關係を實験的Iこ確めた結果衣

連する筈であるけれ共，翼數が相當に多い時准 の様な結論に達した。

各動こ於ける非定常性が互に相殺されて推進器 (I)海水中に於ける軟鋼の腐蝕は賞用上奎

全禮の作用を考へる時には定常的に取扱って良． く電氣的現象として取扱ふことが出來る。

いと老へられること ｣L･,少くも揚力に關してはF (II)腐蝕を防止するには被防蝕物を陰極と
定儲的に老べて近似的に差支へない事が資験的 して電流を通ずることにより金魂の海水に對す

にも示されてゐるので定常状態に對する性能を る電位を下げればよろしい。

その倭使用しき｡. (III)上の如く’て金踊の海水に對する電位
本解法の1例として普通の割合の翼寸法につ を下け得るのは全く分極作用に依るものである

' ●

き數値計算を行って特性曲線を求めた魔，螺旋 から，電氣的防蝕法を最も合理かこ渡猫するた

推進器の場合に對すると全く同標に推進器の選 ，めには金麗の分極特性lこ就て知る必要がある。

定及び翼の寸法を定めることが出来ることが判 (IY)電流密度の分布は品物の形状のみなら

った。 ず大さにも關係するから，模型實鐡を行ふ場合

には相似法則に留意しなければならない｡
（9）織造用特殊唾延鋼材の腐蝕 、

(V)品物の形状・寸法等に依り霞流密度が
試騎成績（ 2 ）

‐ 如何に影響されるかに就き大患の瞬念を把握す
正員工學士湊一磨君 るためには解析的方法を用ふることが極めて有

他3名共著 益である。 ・

著者等は第1報に於て瀧造用特殊鋼歴延鋸材 ．
（11）水管縦についての研究

として試作したマンガン鋼に就て述べた。今回
協同貝石田千代治君

は特殊元素として珪素を撰んだ珪素鍋歴延鋼材

に就て腐蝕試瞼を行った結果を記戦してある。 水管罐の各部について，従来の文献中其の結
今回試作した匪延鋼材は暇窒はデュコール鋼 果が一致せざる鮎及び未だ決定的成果が得られ ＃
と軟鋼との中間にあり，普猛鋼に比して清水に なかったものに就き研究を進め，主として蒸謹
就ては耐蝕控殆ど同標,海水及び人工海水に對 管に就き次の諸項目に分けて發表してあるo
して耐蝕性は同等或はそｵ'以一上に良好であり, (I)蒸發管用繼目無鋼管の認性質
更に珪素含有堂を増す時はこの性質腫更に改善 ． （Ⅱ）蒸發管用纏目無鋼管と水道水との熱傳
されるものと老へられる。

導及び蒸發管内の術環並に沸溢

機械的性質，工作性の方面から見て本鋼材は (III) タクマ水管罐＃こついての覧験
頭度は充分で切峡感度も小さいが,一方冷問屈’ （Ⅳ）蒸發管の最大應力及び水管罐の限界負
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布 り，非常な成功裡に5時半散會した｡

（12）衝盤を受ける梁に就て
24日（水）臨時評議員曾, ､､定例理事會‐ ;I

正員エ學博士渡邊恵弘君 、 ‘ ，
午後2時から船舶工學科會議室で臨時評議員

准員工學士栖原二郎君
會，綾いて定例理事會が開かれた｡出席者は井

從來梁其の他幟進物の眼度は靜力學鉱に取扱一 口酋長,．,山縣主事，加藤，吉識常松各理事，

はれて來てゐるが演際の荷重状態は時間と共に 祗田，朝永各監事, ､赤崎，出淵,菅，榊原，寵

愛り，從ってこの爲其等の構造物内の腫力,曉 山,渡邊(賢)各評議員,議題とその結末は大燈
悪等感時間の唾歎とな石甘特に近時問題となつ 次の通りで,散會したのは午後Z時であった｡・

てゐる衝撃に依る湿度の問題は靜力學的に解決因みに議事(3)以下は定例理事曾の議題であっ

することは絶對に不可能G,時間を入れて取扱 たが，評議員の同意を得て一括蹄時評議員會で
"●

.はなければならぬCs ′ 、 魔理す-ることLなったO
L

著者等ば2種の画撃荷重を番ける有限長及び 議事(1)帝國學士院，學術研究會議日本學

無限長の梁及び回環の髭み及び曲げモーメンY、 術振興會の改組に件ふ帝國學士院任
の時間的愛化を調べ，その最大値を睡草な式及 期會員選出に關する件 ． 、

び翻表で表Iよした。又有限長の梁に於て裡問長 今般學術研究會磯の提唱に基いて, ”目下帝國

の愛化が最大礎みに及ぼす影響を開ぺ最大廃み躍士院，學術研究會鍵,日本學術振興會の改組
を輿へて，裡問長を求める方法を示した。 が審議中であるが，その案の内容に就き會長か

・ ら説明があり，綾いて同素中の帝國學士院任期
7月の諸會合

會員を本協會から數名選出するに就てその選出

’8日（木）座談含「船の電氣熔接｜ 方法1こつき協議した結果，或數わ候補者を評議

午後2時から船舶工學科會議室で本協會とし 員で選定し， これを参考として正員に示し，正

ては始めての座談街が開かれた。出席者は主催 貝の逵畢により決定することに申合せた。

者を代表して山縣主事'招待した方々は購原戦議事(2)職時中行はれた研究考案等で未發表
止'､幅田啓二，古武彌輔'吉武嘉一'吉識雅夫， のものを集録する爲の準備委員値設
木原博，今井信男，御鳴要の諸君であった｡先 置の件 ， ：

づ山縣主事から挨拶があり，榊原君の司會で話 駿時中行はれた研究考案等で，機密其の他の
は進められた｡内容ま詳細雑纂第268跳に掲赦 理由で未だ發表さ》してゐないものは完成未完成
される筈であるが，大腿アメリカのリパテイー を問はずこの際躯鋒LL残して置くことが必要
型の熔接状況に鑑ぶて， 日本の船も漸次全熔接 であるがこれを如何なる方法で湾mするかにつ
になると思ふが，それには將來如何な過方面iこ き協議した結果,今秋の講演會の論文募集の際
力を注ぐ・べきかといふのが話題の中心となつ これ等Dものをも出來る丈け發表せらる坐やう
亮｡結局､熔接構造とするやうに設計すること濁誘する一方,別に本協箭内にこれが賓施方法
が第-,次は電氣熔接をするやうに現場の機械 を考究するための準備委員衛を設けることL
器具を整備し，板の熔接に對する準備加工をよ し，その構成を理事に一任することに申合せた
くやり,大型のプ官，クを陸上で機賊熔接し得 議事(3)入退會者承認の件
るやうにし，これに對す尋椴査をX線を噸弔し 入曾申込者5名，退曾申出者3名の入退曾を
て疲施するやうにすること，優秀な心線を鋼板 承認した。入會老氏名は別項に記載した。
に附随して錠務出産させることなどに落盲いた ← 議事(4)第49期年度通柑總曾及秋期講演會
やうだった。筒Jointefficiencyをいくらに収 開催に閲する件
ったらよぃかの基辿を遁當なところで決めて貰 11月10日 （第2日曜日）東京帝國大學第一
ひたいといふ希望も出た｡話は次から次へ移 工學部船舶工學科講義室で開催することに決め
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乾崇夫君他に阪大より1名

報告(1)第49期年度臨時總曾經過報告の

件

－6月29日開催の臨時總會は出席者7名，委

任状出席者178名，全會一致を以て議案全部原

案通り可決承認せられた旨報告があった。筒所

定の期限を過ぎて到達した委任状は58通であ

るo 、

報告(2)時報發刊の件

雑纂分定期的に刊行せられるに至るまで會員

との邇絡を緊密にするため雑蕊附鍛として同誌

G8頁程度の時報を發行し，事務事業の状況を速

報することLし，第1談は目下印刷中で8月中

旬には刊行を見る愁定である旨報告があった。

秋季講.演會豫告

11月10日（第2日曜日)東京帝國大學第一

工學部船舶工學科談義室で，第49期年度逼糯

總會に引綾き談演會を開催することに決りまし

た。この際會負諸君の御研究の結果をどしどし

御發表下さるやう御願ひします。特に職時中研

究せられた事項で磯密扱その他の理由により今

日尚未發表の鎧のものは此の機會に公表せられ

んことを爺望します。

追て，論文の腫募要領(‘ま次の通りであります
， ､』

1.該演申込は来る9月15R迄に願ひ達す。

其の際謹演題目及び講演所要時間その他の

希望事項を御通知下さい。

2.講演申込者は來る9月3，日迄に英文の講
演要旨を附記した原稿及ひ前刷用として’
10行25字詰原稿用紙2枚菅度の梗概（上

記英文の講演要旨を以て代へても差支へあ
りません）を提出して下さい。

3.印刷用紙が極度iこ襯限されておりますから

論文は出來るだけ簡単に記載して下さい。

4.目下のEI刷能力の關係上，数式は別に印刷

したいと恩ひますから成る可く附録として

末尾に添附して下さい｡尚そのまL篇眞に

撮れるやうに附圖と同禄の書方をして戴け

れば一層紀櫛です。

5.附圃，附表Iま嶌眞で縮小しますから文字や

線を成る可く太く瀞､．ご下さい。

られたo

譲事（5）講演論文授賞に關する件

會報第73號及び第74鼓に掲載の議演論文

中から授賞候擬論文を選定し併せてこｵ,が審査

員を委託された。

議事(6)碩究委員會新設の件一

技術委員會力解散せられたので護ての懸案に

從って研究委員衝･を新設ざすることLIL,差當り

設置すべき研究委員會の名穰(假溝)及びその委

員錘衡据當者を次の如く定められた。間これ等

研究委員會の構成案は9月の定期評議員會で審

議することに申合せた。

電氣熔接使用に關する研究委員宮

‐ 雁田監事

吉識理事

木船に關する研究委員會 山縣函F

・ 漁船に閲する研究委員宮 山縣理事

銅船工作法に閲する研究委員會

吉識理事

蹟事(7)便覧の一部を単行本として出版する

件

船舶工學便覧の一部には少しく説明を敷延ず，

れぱ立派な冊子が出來るものもあるから， これ

を出版してはどうかとの意見があった。便覧幹

事衝でその具燈策を研究して貰ふことに申合せ

たo

議事(8)試験水槽委員會委員更迭の件

6月24日開催の試験水糖委員會第25回會

合に於て水槽の第1線から退いた10委員D解

嘱及び新たに8委員あ委蝿を決定したのでこれ
を承認した。問試鹸水槽委員衝の性格を愛へた

上で今回解嘱の委員中若干名を客員又は委員と

して迎えるのが適當と思はれるので，加藤理事

からこの旨評議員會に申入れることに決議され
た。解甥並に新たに委擬すべき委員氏名は次の
通りであるo

解癌八代準君佐藤免君山縣昌夫君
赤崎′繁君研野作一君近藤忠夫君

佐藤正彦君大澤義健君村中秘霊

出淵巽君

委'鳥土田陽君谷口中君栗田晋君
井上正茄君原田正道君吉岡剛君
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6.原稿用紙御入用の向は講演申込の際その旨

御申出で下さい。

雑纂Iこ對する雷員君の希望

・ 事項の調査に就て

、先般渦頓蓮絡員を通じて雑纂の内容に對する

會員諸君の希望，意見等を徴しました所，今日≦

迄に蓮絡員7名の方から曾員約100名の分を集

めて御邊り轍きました。編'僻係でほこｵ1を貴重

な参考として，成る可く曾員猪君の御希望に添

ふやう内容を改善して行きたいと考へておりま
す。どんな御希望があったかを次に掲げること

に致します｡筒下記以外に御希望なり御氣付き
②

の鮎がありましたならば何卒御通知下さるやう

御願ひしますC

l・配事の種類に對する希望 ．

・ 職時中諸外國に於ける造船造機關係の状況

を散せて貰ひたぃo (19票）

理論的よりも質際的のものを多くせよ。設

計，蟻装，故障，修理その他現場の記事を

望むo (8票）

國内の造船造機海運各界の動向を知りた

しo (5票）

船の電氣燭妾に關する記事を望む｡′
（5票） ．

職時中海軍その他で行った機密研究を公表

せよo (5票）

小型船の船禮及び機關に關する記事を望

・む。 （5票）

新造船要目表を記戦せよ。 （3票)
各自の持ってゐるデータを公開せよ。

（2票）

鑑船以外の關係工業の記事を望む。
（ 1票）

航空關係の外國文献を紹介せよ｡（’票）
運航者側から見た蝿及び蟻監に對する要
求又吋經隙談等。 （ ’票）
商船曾牡保有船の名簿要目等を記載せよ。

（ 1票）

舶用磯關の記事を多くせよ。 （'票）
2.蝉に質疑鰹答欄を設けることの可否
賛成45票，不賛成l票

賛成45票の中には或造船所顔務の會員全 －
盤の意見を坂掴めて蓮絡員から賛成の通知 、
のあったのが二三ありますから，會員薮か
ら申せば今回回答のありました會員の殆ど
全部が賛成といふことになりますb但しこ
の欄を設けるに就・ご次の希望的條件を附せへ
られた方があります。

(イ)回答を専門家に依頼すること，又は唇、~,ノ程J言琶や『｡季に1衣頚すること，又は質

P

～

問者が回答者を選定し得るやうにする
こと。

（ロ)回答は雑纂紙上のみでは遅れるから質
問者には早く邇知することo

（ハ)必ずしも雑纂に掲載する要なし。

3.その他の希望事頚

協會が主醒となり，學者技術者がー團とな
って新活動を開始されんこ↓を希望する。

協曾･が中心となり，國内造船所の技術交流
を希望するo

遥船術語の無理な邦語を腰せよ。例へぱ

Beamkneeを梁肘とするが如き。

優良圃書の紹介欄を設けよ。

座談會を各地域毎に開催せよ。－

講演會を會員の分布薮とみらみ合せて地方

でも開催せよ。

會報と雑纂とを合併せエ･

會報雑纂の登庁期日を厳守せよ○

時報悲發刊せよ。

便覧會員名簿の發行を念がわたし。

會員移助綱を設けられたし。
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新入會者氏名

、昨年3月10日事葛所が戦災の篇焼失しまL

て後，本年8月3日迄に入會を申込まれた方は

正員4名，碓員9名，學生員99名，合計112

名でありまして，その氏名は次の通りでありま
すb

●
正 員

酒井彦四郎君長谷川加三君林 毅君

藤井 宏君（4名）

准 員

内田秀雄君大原榮一君加瀬喜八郎君

9

、
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エ藤長進君黒田涛紀君古坂重一君

西川義唯君松野格一君村_E哲二君

．＝ （9名）

學生員 、

阿部 晃君一會澤 誰君秋村嘉穂君

井坂盟二君井上榮三君伊東弘造君

伊東 久君伊藤伸夫君飯坂寛君

石塚 旦君泉 益生君岩佐 亨君

宇治田廣郎君宇野澤道乏助君植竹信次郎君

植野精之助君江見堰藏君大喜多敏明君

大津山俊夫君岡田統夫君岡本富保君

蝿山一進君萱原博美君川勝康郎君

川口義男君川崎 弘君川村皓章君

‘河原義治君岸康太郎君糖田忠雄君

桑山昭夫君小林多聞君一後藤大三君

佐藤健三君坂尾 稔君坂川準之助君

阪口賛三君坂口久雄君篠村‘義夫君

澤山耕作君志賀 ．幹君慈幸嘉一君

柴田 笈君島 榮吉君嶋田晴夫君

新堀千尋君瀬戸武治君田崎 亮君

田中幸敏君田淵隆之電高井良明君

竹内浩三君竹本賢一君谷口房三君

爲臓正起君千種茂雄君士屋 孟君

辻田幸治君寺内安久君外山 嵩君

中尾 大君中野幹雄君長澤 準君

南波正昭君西川瞭樹君西村 智君

貫名敏彰君能登隆一君能美餅一郎君

罵場四期君橋川 勝君服部幸英君

演田芳秀君覆村統一郎君早船侭夫君

春田 ．堅君東成 光君羅井良一君

星野 守君堀之北克朗君松本敏夫君
松素政幸君宮本正二君村元伸夫君
森lll溝男君八幡利一君‘矢野 剛君
安田成彌君山口勇男君山下英一君
山田一善君山田群克君梁瀬 明君
與賀田千秋君吉川廣人君吉田弘孝君
吉野啓二君吉村 繁君立半 治君

（99名〉
吟

會員の消息照會に就て

會報や雑纂が規則正しく發行出來なくなって

から以来曾'員の住所や勤務先が不明のため協會

でも完全な名簿が作製出来なくて困つ､こおりま

すが，會員藷君に於かれても不便を感じておら

れ湯こと坐推察します。それでこの時報を利用

して「尋ね人』式に，消息を知りたいと思はれ

る方の氏名を協會へ申出られてこれを時報号載

せ，その方の消息を知ってゐられる方から御通

知を頂いて尋ねられた方に御返事するやうにL

て見たいと思ひます。どうか御利用下さい。

會養納入に就きお願ひ

’本協會では御承知の如く毎年頚と7月とに
半年分づ上會費を樫集しておりますが，前號で

御覧になりましたやうに本年下半期から會費が

次のやうに改められまLたので，今度御請求中

上げる分からはこの新會費をお納め願ふこどに
なりますo申し上ぐるまでもなく，會員藷君か

ら戴く會菱は本協會活動の源泉でありますので

何卒洞れなく成るべく早く御納入下さいますや

う御願ひ申し上げます｡尚會喪納入のため振替

用紙を同封致しましたから御利用下さいo

新會讃一 （年額） 『

‐團 、燈 1級 3000回

〃 2級 2000圓

〃 3級ノ 1000回

〃 4級 300圓

正 負 60圓

准 員 40哩

學一生 負 24圓
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